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●問合せ先 総務課総務係     ２－３１１１ 
母島支所庶務係    ３－２１１１ 

≪あなたの避難場所を確認してください≫ 
 

津波来襲時の避難先については、以下の場所となります。 

父島  西町・東町地区・・・・小笠原小中学校（体育館） 

清瀬地区・・・・・・・小笠原高等学校（体育館下ピロティ） 

奥村地区・・・・・・・旧高校跡地 

扇浦地区・・・・・・・扇浦交流センター 

母島  元地地区・・・・・・・小笠原村母島診療所 

※今回の防災訓練にご参加いただいた皆様には、村の

災害備蓄品「保存水・α米」を配布いたしますので、

ご家庭でご活用ください。 

 
津 波 が 起 き た ら ど う し ま す か ？  

≪何はなくとも身の安全≫ 

◎注意報が出たら海を離れ、警報の時は、とにかく高台の避難所へ 

◎津波は繰り返しやってくるので、警報が解除されるまでは高台に

いること！ 

≪沿岸付近の船舶は沖合いに逃げよう≫ 

◎海に出る際、職場や家族に無線・携帯電話などの連絡先を伝えて

いますか？ 

≪興味本位で海岸には近づかない！≫ 
 

国は、今年の防災訓練を東南海・南海地震を想定して行うことにな

りました。小笠原村では、この数年、東南海・南海地震による津波を

想定して訓練を行っていることから、国の訓練と連動し、防災週間中

の９月２日に訓練を実施します。 

＜訓練内容＞ 津波の発生を想定しての避難訓練・避難誘導訓練 を中心に行います。 
 

◎訓 練 想 定 東南海・南海で起こった地震により大規模な津波が発生し、「９０分後に小笠原に津波の第一波が来襲する」 
という想定で実施します。 

◎訓 練 内 容 津波来襲情報の伝達訓練 

津波の来襲に伴う避難所への避難および避難誘導訓練 

◎避難時間の測定  「避難指示」が発令されてから実際にどれくらいの時間で避難できるか各避難所において計測しますので、多く

の皆さんのご参加をお願いします。また、避難時間をもとに避難するまで何ができるか、ご家庭や職場で話し合

いましょう。 
◎村民の皆様への情報の伝達 

上記の「訓練想定内容」の時間に従い、村役場に設置する「災害対策本部」から防災行政無線を通じて行います。

情報伝達の前には必ず「訓練」という言葉を入れますので、訓練であることを確認してください。また、「避難

指示」の際は、サイレンを鳴らしますのでご了承ください。なお、宿泊業の方は、訓練が行われる旨を宿泊客の

方に周知していただくようお願いいたします。  

訓練想定内容〔９月２日（火）実施〕 

 ９：００ 訓練実施広報（防災無線） 

９：２５ 東南海・南海にて地震発生 

９：３０ 気象観測所から津波情報→役場 

     「津波警報」発令 

     災害対策本部設置 

９：３７ 「避難指示」発令（防災無線） 

※避難指示から避難完了までの時間を６０分位

と想定しています。 

この想定のもと気象庁が発令する「津波警報」

を受け、村では「避難指示」を発令します。    

災害対策班行動開始 

     避難所の開設 

     各避難所 避難時間の計測 

１０：４０  避難完了目標時間 

      各避難所にて講評・避難者解散 

１０：５５ 津波来襲 

１１：００ 「津波警報」解除 

      「避難指示」解除 

災害対策本部解散 

                 編集・発行   小笠原村総務課 

                 〒100－2101 

                    東京都小笠原村父島字西町 
TEL04998(2)3111 

                           FAX04998(2)3222 
 
 

ホームページアドレス                        
 http：//www．ｖｉｌｌ．ｏgasawara．ｔｏｋｙｏ．ｊｐ 

 
小笠原の花・木・鳥・魚 
花  ムニンヒメツバキ    木  タコノキ 
鳥  ハハジマメグロ      魚  アオムロ 
 

ﾀﾞﾑ 貯水率 

7/25現在 

父島 

100/100 

母島  

95.6/100 

6 月気象状況    （父島） 

最高気温   31.2℃ 

最低気温   21.9℃ 

平均気温   26.5℃ 

平均湿度   82％ 

月降水量   77.5mm 

住民基本台帳登録者数（7/1）                      

             2,419人 

             父島      母島       

  人口      1,967人   452人 

  世帯      1,070人  232人 

短期滞在者     21人       9人 

ＮＯ．５４１ 

平成 20 年(2008) 

８/１(金) 

小笠原 ―OGASAWARA－ 

村村民民だだよよりり 
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小笠原村は、東南海・南海地震に係る地震対策の推進に関する特別措置法の規定により、防災対策推進

地域に指定されています。 
このことにより、東京都では津波浸水予測図を作成しています。安全な避難経路の把握など避難行動の

備えにご活用ください。 
なお、この予測図はＭ８クラスの東南海・南海地震が 同時に発生 し、小笠原に来襲する場合の津波を

推定したものです。 
 
 

 
 

 

・ 津波注意報（警報）が出たら、すぐ海を離れよう。 
 

・ 強い揺れを感じたら、海岸から離れ、とにかく高台へ。 
 

・ 津波は河川を遡るので、川沿いの避難には注意。 
 

総 務 課 総務係 ２－３１１１ 

母島支所 庶務係 ３－２１１１ 

図２ 父島 扇浦周辺 

図３ 父島 小港周辺 

図４ 母島 沖港周辺 

最大津波：想定（東南海・南海地震） 

父島 第１波到達時間 ： およそ９２分 
図１ 二見港周辺 最大水位の到達時間：１８４分，高さ：７．４８ｍ 
図２ 扇浦周辺  最大水位の到達時間：１０１分，高さ：６．２０ｍ 
図３ 小港周辺  最大水位の到達時間：２２０分，高さ：９．９３ｍ 

母島 第１波到達時間 ： およそ９４分 
図４ 沖港周辺  最大水位の到達時間：２４３分，高さ：５．３６ｍ 
※島の地形等から津波の継続時間が長くなり、また第１波よりも 
その後の津波の方が高くなる恐れがあります。 

浸水深

（「浸水深」とは、 
それぞれの場所に 
おける津波の高さ 
を示しています。） 

図１ 父島 二見港周辺 
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医
療
助
成
（
○乳
・

○子
・

○親
）の 

医
療
証
更
新
の
方
法
が
変
わ
り
ま
す 

 

○乳
・

○子
の
医
療
証
は
、
養
育
す
る
子
ど
も
が
対

象
年
齢
期
間
中
の
毎
年
10
月
１
日
に
更
新
さ
れ
、

○親
の
医
療
証
は
、
毎
年
１
月
１
日
に
更
新
さ
れ
ま

す
。 

 

◎
医
療
証
の
更
新
方
法 

① 

更
新
（医
療
証
の
有
効
期
限
の
翌
日
）の
約
１

か
月
前
に
、
村
に
住
民
登
録
さ
れ
、
年
齢
要
件

を
満
た
す
対
象
者
の
世
帯
主
な
ど
に
制
度
の

案
内
、
申
請
書
（現
況
届
）を
送
付
い
た
し
ま
す
。 

② 

更
新
の
約
２
週
間
前
ま
で
に
、
①
の
申
請
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

《
申
請
書
の
添
付
書
類
》 

（
ア
）
健
康
保
険
証
の
写
し 

（
イ
）
前
年
（平
成
19
年
）中
の
所
得
金
額
、

税
務
申
告
上
の
扶
養
者
数
な
ど
の
わ

か
る
書
類 

③ 

②
の
提
出
が
あ
っ
た
方
に
つ
い
て
、
所
得
要

件
な
ど
の
資
格
該
当
審
査
を
行
い
、
補
助
対
象

者
を
決
定
し
、
現
在
の
医
療
証
の
有
効
期
限
が

切
れ
る
前
ま
で
に
新
し
い
医
療
証
を
送
付
し

ま
す
。 

④ 

有
効
期
限
の
切
れ
た
医
療
証
は
使
用
で
き
ま

せ
ん
。
有
効
期
限
が
過
ぎ
た
旧
医
療
証
は
ご
返

却
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

※ 

②
（
ア
）
は
、
国
民
健
康
保
険
以
外
の
方
、
特

に
、
前
回
の
申
請
か
ら
加
入
す
る
健
康
保
険
が
変

わ
っ
た
方
は
、
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。 

※ 

②
（
イ
）
は
、
村
で
証
明
（発
行
）さ
れ
る
平
成
20

年
度
課
税
証
明
書
（手
数
料
無
料
。
税
務
係
・
母
島

支
所
窓
口
で
、
使
用
用
途
を
伝
え
お
申
し
付
け
く

だ
さ
い
。）
、 

も
し
く
は
、
源
泉
徴
収
票
（給
与
所

得
の
み
の
方
）、
所
得
税
確
定
申
告
書
の
写
し
（受

付
印
の
あ
る
も
の
）な
ど
で
す
。
お
手
数
で
す
が
、

各
人
で
お
取
り
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

 
 

な
お
、
村
で
証
明
（発
行
）で
き
る
証
明
書
は
、

村
で
住
民
税
の
賦
課
資
料
と
し
て
保
有
す
る
方
で
、

１
月
２
日
以
降
に
転
入
さ
れ
た
方
な
ど
は
、
前
住

所
地
の
役
所
な
ど
で
交
付
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。
お
早
目
の
ご
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。 

※ 

②
の
指
定
の
日
ま
で
に
書
類
が
揃
わ
な
か
っ
た

場
合
で
も
、
更
新
は
、
後
日
提
出
い
た
だ
け
れ
ば

審
査
を
行
い
、
日
付
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
適
用
し
、

随
時
医
療
証
を
交
付
い
た
し
ま
す
。 

 
 

こ
の
場
合
、
旧
医
療
証
の
有
効
期
限
か
ら
新
し

い
医
療
証
が
交
付
さ
れ
る
ま
で
の
期
間
に
受
診
さ

れ
た
際
に
は
窓
口
で
個
人
負
担
が
生
じ
ま
す
。
医

療
証
が
交
付
さ
れ
た
ら
、
申
請
・
請
求
す
る
こ
と

に
よ
り
、
現
金
で
助
成
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
申
請

に
必
要
な
の
で
、
領
収
証
は
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。 

※ 

更
新
日
の
前
後
に
内
地
滞
在
中
な
ど
の
予
定
が

あ
る
場
合
に
は
、
お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

※ 
そ
れ
ぞ
れ
の
医
療
費
助
成
制
度
の
詳
細
、
申
請

方
法
、
適
用
要
件
な
ど
に
つ
い
て
は
、
①
で
お
送

り
す
る
ご
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

今
回
の
医
療
証
の
更
新
方
法
の
変
更
は
、
医
療
費

助
成
が
申
請
制
度
を
取
っ
て
い
る
た
め
、
今
ま
で
の

「
申
請
前
に
審
査
し
対
象
者
に
医
療
証
を
交
付
し
て

か
ら
、
申
請
書
を
い
た
だ
く
」
と
い
う
方
法
を
改
め

る
も
の
で
す
。
助
成
内
容
に
変
更
が
あ
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。 

 

医
療
助
成
制
度 

お
よ
び
そ
の
他
の

医
療
給
付
に
は
優
先
順
位
が
あ
り
ま
す
。

 

主
な
医
療
助
成
制
度
の
優
先
順
位
は
下

図
の
と
お
り
で
す
。 

さ
ら
に
、
就
学
児
童
の
学
校
管
理
下
で
の
災
害
給

付
や
学
校
保
健
法
に
基
づ
く
給
付
は
、
こ
れ
ら
の
医

療
助
成
制
度
よ
り
優
先
さ
れ
ま
す
。 

学
校
管
理
下
で
の
ケ
ガ
や
要
保
護
世
帯
な
ど
の
特

定
疾
病
な
ど
の
場
合
に
は
医
療
費
の
給
付
が
あ
る
の

で
、
医
療
機
関
で
の
混
乱
や
、
二
重
に
受
給
す
る
こ

と
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
受
診
さ
れ
る
際
に
、
医
療
助

成
制
度
の
医
療
証
を
ご
提
示
さ
れ
な
い
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。
な
お
、
そ
の
際
、
災
害
給
付
や
学
校
保
健
法

に
基
づ
く
給
付
は
、
受
診
時
に
は
個
人
負
担
額
の
支

払
い
が
必
要
で
す
。 

ま
た
、
後
日
、
災
害
給
付
な
ど
の
対
象
と
な
ら
な

い
こ
と
が
確
定
し
た
場
合
に
は
、
医
療
助
成
制
度
で

申
請
・
請
求
す
る
こ
と
に
よ
り
個
人
負
担
分
に
つ
い

て
助
成
さ
れ
る
の
で
、
領
収
書
は
大
切
に
保
管
く
だ

さ
い
。 

 ●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 

２
―
３
１
１
３ 

 

長
寿
医
療
（後
期
高
齢
者
医
療
）制
度 

の
保
険
料
の
徴
収
が
始
ま
り
ま
す 

 

◎
保
険
料
の
徴
収 

 

長
寿
（後
期
高
齢
者
）医
療
保
険
料
の
計
算
と
賦

課
は
、
制
度
を
運
営
す
る
広
域
連
合
が
行
い
、
保

険
料
の
徴
収
は
、
被
保
険
者
の
住
民
票
の
あ
る
区

市
町
村
で
行
い
ま
す
。 

区
市
町
村
が
徴
収
し
た
保
険
料
は
、
広
域
連
合

に
払
い
込
ま
れ
、
長
寿
（後
期
高
齢
者
）医
療
制
度

の
運
営
の
た
め
の
財
源
と
な
り
ま
す
。 

平
成
20
年
度
の
長
寿
（
後
期
高
齢
者
）医
療
保

険
料
の
徴
収
が
、
８
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。 

※
７
月
18
日
現
在
で
、
新
た
な
軽
減
対
策
を
反
映
さ

せ
た
保
険
料
額
の
算
出
、
納
入
通
知
の
発
送
日
は

決
ま
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
遅
く
と
も
８
月
中
旬
ご

ろ
に
は
納
入
通
知
書
が
発
送
さ
れ
ま
す
の
で
、
現

時
点
で
は
前
回
の
保
険
料
額
通
知
を
参
考
に
ご
準

備
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

◎
保
険
料
の
納
付
方
法 

【
特
別
徴
収
】
年
金
か
ら
の
天
引
き 

被
保
険
者
の
皆
様
に
、
納
期
限
毎
に
金
融
機
関

な
ど
の
窓
口
で
お
支
払
い
い
た
だ
く
手
間
を
お
掛

け
し
な
い
た
め
、
原
則
と
し
て
支
給
さ
れ
る
年
金

か
ら
お
支
払
い
い
た
だ
き
ま
す
。 

【
普
通
徴
収
】
納
付
書
払
い 

支
給
さ
れ
る
年
金
が
少
な
い
方
な
ど
で
特
別

徴
収
と
な
ら
な
い
方
は
、
納
付
書
に
よ
り
納
期
限

ま
で
に
お
納
め
く
だ
さ
い
。 

小
笠
原
村
の
場
合
、
10
月
以
降
に
支
給
さ
れ
る

年
金
か
ら
特
別
徴
収
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
８
月

末
（今
年
度
は
９
月
１
日
）納
期
限
の
第
１
期
分
は

す
べ
て
の
方
が
普
通
徴
収
と
な
り
ま
す
。
納
め
忘

れ
（口
座
振
替
の
方
は
残
高
不
足
）に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。 

※
被
保
険
者
の
皆
様
に
、
直
接
チ
ラ
シ
な
ど
で
ご
案

内
し
て
い
る
、
新
た
な
「
要
件
を
満
た
す
方
の
保

険
料
の
納
付
方
法
の
変
更
（口
座
振
替
の
選
択
）」

は
、
本
人
の
申
し
出
が
必
要
で
す
。
ご
希
望
さ
れ

る
方
は
、
お
早
め
に
手
続
き
お
よ
び
申
し
出
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

◆
「
広
域
連
合
お
問
合
せ
セ
ン
タ
ー
」 

  

「
広
域
連
合
お
問
合
せ
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
て

い
ま
す
。
制
度
に
つ
い
て
わ
か
ら
な
い
点
な
ど
、

お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
電
話
の
場
合
、
多
数
の
問
い
合
わ
せ
が
寄

せ
ら
れ
、
一
時
的
に
掛
か
り
に
く
く
な
る
と
き
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

【
開
設
日
時
】
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
平
日 

午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

【
電

話
】
０
５
７
０
―
０
８
６
―
５
１
９ 

（
ハ
ロ
ー
コ
ウ
イ
キ
） 

【
フ
ァ
ク
ス
】
０
５
７
０
―
０
８
６
―
０
７
５ 

（
ハ
ロ
ー
75
） 

【
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
】call@

tokyo
-k

ouikicenter.jp 

 

※
個
人
情
報
や
政
策
判
断
を
伴
う
内
容
な
ど
に
は 

お
答
え
で
き
ま
せ
ん
。 

 

※
個
別
の
保
険
料
額
や
徴
収
な
ど
に
つ
い
て
の
相

談
な
ど
は
、
区
市
町
村
の
担
当
窓
口
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 

２
―
３
１
１
３ 

○乳 ＞○親  

○親 ＞○子  
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村
都
民
税
の
納
期
の
お
知
ら
せ 

 
平
成
20
年
度
村
都
民
税
第
２
期
の
納
期
限
は
、
９

月
１
日
で
す
。
お
忘
れ
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

ま
た
、
口
座
か
ら
の
自
動
払
い
込
み
に
よ
る
納
付

を
申
込
ま
れ
て
い
る
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
残
高
不

足
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

財
政
課
税
務
係 

 

２
―
３
１
１
２ 

 

高
齢
者
向
住
宅
（シ
ル
バ
ー
ピ
ア
） 

入
居
者
募
集 

 

【
応
募
資
格
】
①
〜
⑥
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方 

 

①
申
込
者
本
人
が
65
歳
以
上
で
あ
る
こ
と 

 

②
申
込
日
現
在
、
小
笠
原
村
に
住
民
登
録
を
３
年

以
上
し
て
い
る
こ
と 

 

③
現
在
同
居
し
て
い
る
か
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う

と
す
る
方
（概
ね
60
歳
以
上
）が
い
て
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と 

 
 

・
親
族
（内
縁
関
係
、
養
親
子
関
係
、
婚
約
者
を

含
む
） 

 
 

・
申
込
日
現
在
、
税
法
上
の
扶
養
関
係
に
あ
る

こ
と 

 

④
介
助
が
必
要
な
方
が
い
る
場
合
、
他
方
が
介
助

で
き
る
こ
と 

 

⑤
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と 

 

⑥
現
在
居
住
し
て
い
る
住
宅
で
は
日
常
生
活
に
支

障
が
あ
る
こ
と 

【
住
宅
名
】 

 
 

東
京
都
小
笠
原
二
見
台
ア
パ
ー
ト
３
号
棟 

【
所
在
地
】
父
島
字
清
瀬 

【
募
集
戸
数
】
世
帯
用
住
宅
（２
D

K
）
１
戸 

【
入
居
予
定
日
】
平
成
20
年
10
月
１
日
（金
） 

【
使
用
料
】
４
万
２
０
０
円 

【
申
込
方
法
】
申
込
書
、
住
宅
状
況
申
告
書
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。 

【
申
込
先
お
よ
び
申
込
書
配
布
場
所
】 

 
 

村
民
課
福
祉
係
、
母
島
支
所
庶
務
係 

【
申
込
期
間
】
８
月
８
日
（金
）〜
９
月
５
日
（金
） 

 

※
郵
送
で
の
申
し
込
み
は
９
月
４
日
（木
）必
着
と

し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 

阿
部
大
樹 

凱
旋  

ピ
ア
ノ 

ジ
ョ
イ
ン
ト 

リ
サ
イ
タ
ル 

〜
世
界
的
ピ
ア
ニ
ス
ト
木
村
徹
氏
を
迎
え
て
〜 

  

小
学
４
〜
６
年
ま
で
の
間
を
小
笠
原
小
学
校
で
過

ご
し
、
そ
の
後
、
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
で
最
優
秀
賞

を
獲
る
な
ど
、
今
後
の
活
躍
も
期
待
さ
れ
る
阿
部
大

樹
さ
ん
（桐
朋
学
園
大
学
１
年
）が
凱
旋
し
ま
す
。 

 

ま
た
、
阿
部
さ
ん
が
在
学
中
の
桐
朋
学
園
大
学
講

師
で
も
あ
る
世
界
的
ピ
ア
ニ
ス
ト
木
村
徹
さ
ん
も
来

島
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。 

【
父
島
】 

《
日
時
》
８
月
17
日
（日
） 

 
 
 

開
場 

午
後
５
時
30
分 

 
 
 

開
演 
午
後
６
時 

《
場
所
》
小
笠
原
小
中
学
校
体
育
館 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
８
月
20
日
（水
） 

 
 
 

開
場 

午
後
６
時 

 
 
 

開
演 

午
後
６
時
30
分 

《
場
所
》
母
島
小
中
学
校
音
楽
室 

【
演
奏
曲
】 

○
ハ
ン
ガ
リ
ー
狂
詩
曲
第
２
番
（リ
ス
ト
） 

○
月
の
光
（ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
） 

○
無
題  

通
称 

「
遺
作
の
ノ
ク
タ
ー
ン 

嬰
ハ
短

調
」
（シ
ョ
パ
ン
） 

○
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー 

ロ
短
調 

O
p.2

8

（
ス
ク 

 

リ
ャ
ー
ビ
ン
） 

ほ
か 

 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会 

 
 

２
―
３
１
１
７ 

 

家
庭
か
ら
の
生
活
排
水 

 

最
近
、
し
尿
処
理
施
設
に
お
い
て
異
物
の
混
入
に

よ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
多
発
し
て
い
ま
す
。 

清
潔
な
生
活
環
境
お
よ
び
公
共
用
水
域
の
保
全
の

た
め
に
も
、
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
各
個
人
が
正
し
い

生
活
排
水
を
心
掛
け
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

◎
台
所
で
は 

 
 

使
用
済
み
の
油
は
台
所
の
排
水
口
に
流
し
て
は

い
け
ま
せ
ん
。
固
め
た
り
、
新
聞
紙
な
ど
の
紙
に

吸
い
込
ま
せ
て
か
ら
、
可
燃
ご
み
で
搬
出
し
て
く

だ
さ
い
。 

 
 

同
様
に
、
野
菜
く
ず
、
魚
の
あ
ら
、
タ
バ
コ
の

吸
殻
な
ど
も
流
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

 

◎
ト
イ
レ
で
は 

 
 

市
販
の
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
を
使
用
し
ま 

し
ょ
う
。 

 
 

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
、
紙
お
む
つ
、
生
理
用

品
な
ど
は
絶
対
に
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

 
 

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
以
外
を
流
す
と
、
ト
イ

レ
詰
り
の
原
因
に
な
り
ま
す
。 

 

◎
風
呂
場
で
は 

 
 

排
水
口
に
で
き
る
だ
け
網
皿
を
つ
け
、
髪
の
毛

等
が
流
れ
出
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
シ
ャ
ン

プ
ー
の
蓋
や
、
石
け
ん
な
ど
が
流
出
す
る
こ
と
が

よ
く
あ
り
ま
す
。 

 

◎
洗
剤
の
使
用 

 
 

洗
剤
、
漂
白
剤
は
適
量
を
使
い
ま
し
ょ
う
。 

 

◎
そ
の
他 

 
 

廃
油
、
ペ
ン
キ
、
溶
剤
、
モ
ル
タ
ル
な
ど
は
下

水
管
路
に
支
障
を
き
た
す
だ
け
で
な
く
、
処
理
場

で
の
汚
水
処
理
機
能
に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え

ま
す
の
で
、
絶
対
に
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

小
笠
原
の
処
理
場
で
は
バ
ク
テ
リ
ア
に
よ
る

生
物
処
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
一
度
機
能
が
低
下

す
る
と
回
復
に
時
間
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
そ
の

間
の
汚
水
処
理
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

建
設
水
道
課 

 
 

２
―
３
１
１
５ 

 

父
島
動
物
巡
回
診
療 

 

ペ
ッ
ト
の
健
康
を
維
持
す
る
こ
と
、
む
や
み
な
繁

殖
を
抑
制
す
る
こ
と
、
周
囲
に
迷
惑
を
か
け
な
い
こ

と
は
飼
い
主
の
責
任
で
す
。
こ
の
機
会
を
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。 

ま
た
、
犬
の
狂
犬
病
予
防
注
射
は
法
律
に
よ
っ
て

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
飼
い
犬
に
今
年
度
接
種

さ
せ
て
い
な
い
方
は
受
け
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。 

【
申
込
期
間
】
８
月
１
日
（金
）〜
９
月
３
日
（水
）

 

【
診
療
日
程
】
９
月
６
日
（土
）、
７
日
（日
） 

【
場
所
】
島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所 

【
注
意
事
項
】 

○
診
療
は
有
料
で
す
。 

○
事
前
申
込
み
が
必
要
で
す
。
希
望
日
を
先
着
順

に
受
け
付
け
ま
す
の
で
お
早
め
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

 
 

建
設
水
道
課 

 
 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
５ 

 

野
ネ
コ
対
策
事
業 

 
 

村
で
は
、
飼
い
主
の
い
な
い
野
ネ
コ
に
不
妊
去
勢

手
術
を
施
し
、
新
た
な
野
ネ
コ
の
増
加
を
防
ぐ
「
野

ネ
コ
対
策
事
業
」
を
、
平
成
８
年
か
ら
継
続
し
て
実

施
し
て
い
ま
す
。 

 

事
業
は
通
年
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
特
に
年
３
回
、

集
中
期
間
を
設
け
て
い
ま
す
。 

野
ネ
コ
対
策
は
村
民
の
皆
様
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
っ
て
お
り
、
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
に
は
カ
ゴ

を
貸
し
出
し
し
ま
す
。
建
設
水
道
課
ま
た
は
母
島
支

所
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
こ
れ
ま
で
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
４
０
０

頭
を
超
え
る
野
ネ
コ
に
不
妊
去
勢
手
術
を
施
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。 

【
父
島
捕
獲
集
中
期
間
】 

 
 

９
月
１
日
（月
）〜
９
月
７
日
（日
） 

 

●
問
合
せ
先 

 

 
 

建
設
水
道
課 

 
 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
５ 

 
 

母
島
支
所
庶
務
係 

 
 
 
 

３
―
２
１
１
１ 
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小
笠
原
村
職
員
募
集
（一
般
技
術
） 

 

【
職
種
お
よ
び
採
用
人
員
】
《
一
般
技
術
》
若
干
名 

【
採
用
予
定
日
】
平
成
20
年
12
月
１
日
以
降 

【
勤
務
場
所
】
本
庁
ま
た
は
事
業
所 

【
待
遇
】
小
笠
原
村
給
与
条
例
等
に
よ
る 

【
受
験
資
格
】
一
般
技
術 

 

※
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
も

対
象
と
な
り
ま
す
。 

《
大
学
卒
業
区
分
》 

昭
和
48
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
61
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方 

 

《
高
等
学
校
卒
業
区
分
》 

 
 
 

昭
和
61
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
２
年
４
月 

 
 

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方 

【
試
験
方
法
】
筆
記
お
よ
び
口
述
試
験 

【
試
験
日
時
】
10
月
25
日
（土
） 

【
試
験
会
場
】 

 

 
 

小
笠
原
村
東
京
連
絡
事
務
所
ま
た
は
小
笠
原
村

役
場 

【
申
込
用
紙
請
求
先
】
総
務
課
総
務
係 

【
申
込
締
切
】
９
月
26
日
（金
） 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

総
務
課
総
務
係 

 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
１ 

 

医
師
（常
勤
医
）募
集 

 

離
島
の
地
域
医
療
に
理
解
お
よ
び
意
欲
の
あ
る
方

を
募
集
し
ま
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

【
勤
務
先
】
小
笠
原
村
診
療
所 

 ●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２
―
３
８
０
０ 

 

診
療
所
看
護
師
募
集 

 

【
職
種
お
よ
び
採
用
人
員
】
《
看
護
師
》
若
干
名 

【
採
用
時
期
】
平
成
20
年
10
月
以
降 

【
勤
務
場
所
】
父
島 

【
採
用
条
件
】
１
年
以
上
勤
務
可
能
な
方 

【
採
用
形
態
】
個
人
委
託
契
約
（更
新
あ
り
） 

【
申
込
方
法
】
電
話
に
て
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２
―
３
８
０
０ 

 

村
役
場
職
員
人
事 

 

【
退
職
】 

８
月
31
日
付 

 
 

村
民
課
福
祉
係
（父
島
保
育
園
） 

課
長
補
佐 

坂
本 

剛 

〔保
育
士
〕 

 
 

母
島
支
所
施
設
係 

主
任 

山
崎 

智
之
〔技
師
〕 

【
採
用
】 

７
月
１
日
付 

 
 

村
民
課
福
祉
係 

 

堀
田 

匡
子
〔保
健
師
〕 

 
 

母
島
支
所
庶
務
係 

村
上 

栄
司 

 
７
月
10
日
付 

 
 

村
民
課
福
祉
係 

 

川
口 

敬
示 

 

村
長
出
張
報
告 

 

【
出
張
期
間
】
７
月
６
日
（日
）〜
17
日
（木
） 

 

○
国
・
都
関
係
機
関
挨
拶
・
調
整
・
要
望 

 

○
イ
ベ
ン
ト
参
加 

○
振
興
開
発
審
議
会
出
席 

他 
 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 

２
―
３
１
１
１ 

     

小
笠
原
諸
島
戦
没
者
追
悼
式
典 

 

平
成
20
年
度
小
笠
原
諸
島
戦
没
者
追
悼
式
典
を

次
の
と
お
り
挙
行
し
ま
す
。
村
民
の
皆
様
の
ご
参
列

を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
８
月
15
日
（金
）
午
後
５
時
〜 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル 

 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
８
月
15
日
（金
）
午
前
11
時
45
分
〜 

 

《
場
所
》
母
島
村
民
会
館
体
育
室 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会 

 

２
―
２
４
８
６ 

母
島
事
務
局 

 
 
 
 
 
 

３
―
２
１
８
８ 

 

母
島
巡
回
労
働
相
談 

  

小
笠
原
総
合
事
務
所
が
実
施
す
る
、
８
月
の
「
母

島
巡
回
労
働
相
談
」
の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
、
電
話

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

【
日
時
】
８
月
４
日
（月
）
午
後
５
時
〜
６
時 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

【
相
談
内
容
】 

○
労
働
条
件
（
労
働
時
間
、
賃
金
、
解
雇
等
） 

○
求
人
求
職
（
求
人
・
求
職
申
込
等
） 

○
労
災
保
険
（
加
入
、
労
災
給
付
等
） 

○
雇
用
保
険
（
加
入
、
失
業
給
付
等
） 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所 

２
―
２
１
０
２ 

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
実
施 

  

小
笠
原
の
国
有
林
に
お
い
て
は
、
毎
年
内
地
か
ら

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
よ
り
、
国
有
林
の
生
態
系
を

脅
か
し
て
い
る
外
来
植
物
の
駆
除
作
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。 

 

本
年
も
父
島
・
母
島
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
次
の
と

お
り
実
施
す
る
予
定
で
す
。
内
地
か
ら
の
参
加
者
と

一
緒
の
活
動
に
関
心
を
お
持
ち
の
方
の
参
加
も
歓
迎

し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
国
有
林
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。 

【
父
島
】 

◎
東
京
農
業
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
に
よ
る
活
動 

《
実
施
予
定
日
》
８
月
26
日
（火
）、
27
日
（水
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

９
月
１
日
（月
）、
２
日
（火
） 

《
作
業
内
容
》 

モ
ク
マ
オ
ウ
な
ど
の
伐
採
、
歩
道
整
備 

《
作
業
場
所
》
小
港
岬
〜
焼
場
海
岸 

【
母
島
】 

◎
原
生
植
生
回
復
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
（一
般
公
募
）

 

《
実
施
予
定
日
》
10
月
10
日
（金
） 

《
作
業
内
容
》
ア
カ
ギ
萌
芽
刈
取
、
幼
稚
樹
抜
取 

《
作
業
場
所
》
桑
ノ
木
山
周
辺 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課
２
―
２
１
０
３ 

 

国
有
林
へ
の
立
入
り
に
つ
い
て 

  

小
笠
原
諸
島
全
面
積
の
約
６
割
を
占
め
る
国
有
林

の
ほ
と
ん
ど
が
「森
林
生
態
系
保
護
地
域
」に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
地
域
へ
の
入
林
の
手
続
き
の
開
始
時
期
や
利

用
講
習
会
の
開
催
日
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
、
お
知

ら
せ
し
ま
す
。 

【
入
林
手
続
き
の
開
始
時
期
】
９
月
30
日
（火
） 

 

◎
利
用
講
習
会
の
開
催 

【
父
島
】 

《
日
時
》
９
月
25
日
（木
） 

 
 
 
 

午
後
１
時
30
分
〜
５
時
30
分 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

【
母
島
】 

《
日
時
》
９
月
29
日
（月
） 

 
 
 
 
 

午
後
１
時
30
分
〜
５
時
30
分 

《
場
所
》
母
島
村
民
会
館 

 

※
な
お
、
利
用
講
習
会
の
開
催
は
、
追
加
し
て
行
う

こ
と
も
検
討
し
て
い
ま
す
。
日
程
が
決
ま
り
し
だ

い
、
改
め
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、

国
有
林
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課
小
笠
原
諸
島

森
林
生
態
系
保
全
対
策
室 

 

２
―
２
１
０
３ 

 

狩
猟
免
許
更
新
講
習
会
の
実
施 

 

平
成
17
年
度
に
狩
猟
免
許
（わ
な
猟
、
銃
猟
）を
受

け
た
方
が
対
象
で
す
。
狩
猟
免
許
を
更
新
す
る
に
は
、
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講
習
を
受
け
、
適
性
検
査
（視
力
な
ど
）に
合
格
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。 

【
日
時
】
９
月
４
日
（木
）
午
後
２
時
〜
５
時 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

 

【
申
込
方
法
】 

更
新
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
の
添
付
資
料
お

よ
び
手
数
料
２
９
０
０
円
を
持
参
し
、
支
庁
産
業

課
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

①
申
請
前
６
か
月
以
内
に
撮
影
し
た
無
帽
、
正
面
、

上
三
分
身
、
無
背
景
の
縦
３
㎝
×
横
２
・
４
cm

の
写
真
１
枚 

②
次
の
症
状
に
該
当
し
な
い
旨
記
載
さ
れ
た
医

師
の
診
断
書 

○
総
合
失
調
症
、
そ
う
う
つ
病
、
て
ん
か
ん 

○
麻
薬
、
大
麻
、
ア
ヘ
ン
ま
た
は
覚
せ
い
剤
の

中
毒
者 

○
自
己
の
行
為
の
是
非
を
判
別
し
、
ま
た
は
そ

の
判
別
に
従
っ
て
行
動
す
る
能
力
を
失
わ

せ
、
ま
た
は
著
し
く
低
下
さ
せ
る
症
状
を
呈

す
る
病
気 

な
ど 

③
現
に
受
け
て
い
る
狩
猟
免
状
の
原
本
（免
状
を

紛
失
し
て
い
る
場
合
は
、
狩
猟
免
状
等
亡
失
届

を
記
載
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
） 

④
印
鑑 

【
申
込
期
間
】
８
月
４
日
（月
）〜
29
日
（金
） 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
産
業
課
産
業
係
鳥
獣
担
当 

 
 

 

２
―
２
１
２
２ 

 

平
成
20
年
度
高
圧
ガ
ス
・
液
化
石
油
ガ
ス 

国
家
試
験
（筆
記
試
験
）の
実
施 

 

【
実
施
日
】
11
月
９
日
（日
）
午
前
９
時
30
分
〜 

【
実
施
場
所
】
小
笠
原
支
庁
大
会
議
室 

【
願
書
配
布
場
所
】
小
笠
原
支
庁
産
業
課
商
工
係 

【
願
書
受
付
期
間
】 

８
月
25
日
（月
）〜
９
月
５
日
（金
） 

【
願
書
受
付
窓
口
】
※
当
日
消
印
有
効 

受
験
願
書
に
記
載
の
担
当
事
務
所 

【
そ
の
他
】 

○
支
庁
で
は
受
け
付
け
を
し
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。 

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
受
け
付
け
も
実
施
し
ま

す
。
詳
細
は
、
高
圧
ガ
ス
保
安
協
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.k

hk.or.jp

）を
ご
覧
く
だ

さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
支
庁
産
業
課
商
工
係 

２
―
２
１
２
２ 

 

東
京
都
自
然
ガ
イ
ド
講
習
会 

 

東
京
都
自
然
ガ
イ
ド
新
規
認
定
講
習
会
を
次
の
と

お
り
実
施
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】 

平
成
21
年
４
月
１
日
時
点
で
小
笠
原
村
に
１

年
以
上
在
住(

住
民
票
で
確
認)

の
18
歳
以
上
の
方 

【
時
期
】
９
月
10
日
（水
）〜
10
月
11
日
（土
） 

 
 
 

（
こ
の
期
間
の
う
ち
夜
間
６
日
間
程
度
） 

※
こ
の
日
程
の
ほ
か
に
、
１
日
現
地
講
習
が
あ
り

ま
す
。 

※
７
月
の
村
民
だ
よ
り
で
、
９
月
下
旬
か
ら
と
お

知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
一
部
日
程
変
更
と
な
り

ま
し
た
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

【
受
講
料
】
４
２
０
０
円 

【
申
込
用
紙
配
付
場
所
】 

 

《
父
島
》
小
笠
原
支
庁
土
木
課 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会 

《
母
島
》
小
笠
原
支
庁
母
島
出
張
所 

【
申
込
用
紙
配
付
期
間
】 

８
月
11
日
（月
）〜
25
日
（月
） 

【
申
込
締
切
】
８
月
25
日
（月
）
午
後
５
時
30
分 

【
そ
の
他
】 

○
「
母
島
石
門
一
帯
」
区
分
の
講
義
に
つ
い
て
は
、

一
部
ビ
デ
オ
に
よ
る
講
習
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。 

○
来
年
度
の
新
規
認
定
講
習
に
つ
い
て
、
受
講
希

望
者
数
の
減
少
に
よ
る
開
催
の
困
難
が
予
想

さ
れ
る
た
め
、
希
望
さ
れ
る
方
は
今
回
受
講
し

て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。 

○
７
月
の
仮
申
し
込
み
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
申

し
込
み
は
可
能
で
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
支
庁
土
木
課 

 
 

 

２
―
２
１
２
３ 

 

平
成
20
年
度
地
域
振
興
に
係
る 

 
 
 

人
材
育
成
事
業
の
実
施 

  

東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社
で
は
、
島
し
ょ
で
の
事

業
に
従
事
し
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
や
島
に
貢
献
し
て
い

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
メ
ン
バ
ー
な
ど
の
技
術
や

知
識
な
ど
を
向
上
さ
せ
、
島
を
担
う
人
材
育
成
を
目

的
と
し
た
計
画
を
募
集
し
、
応
募
者
と
協
同
で
事
業

を
実
施
し
ま
す
。 

【
支
援
の
対
象
と
な
る
団
体
・
グ
ル
ー
プ
】 

○
概
ね
５
名
以
上
（島
し
ょ
地
域
在
住
者
）の
組
織
、

団
体
や
グ
ル
ー
プ 

○
公
社
が
支
援
す
る
団
体
と
し
て
相
応
し
い
団
体

（地
方
公
共
団
体
は
除
く
。
） 

【
支
援
の
対
象
と
な
る
計
画
】 

○
島
を
担
う
人
材
育
成
を
目
的
と
し
た
計
画
を
幅

広
く
募
集
し
ま
す
。 

○
計
画
例
は
、
役
場
に
申
込
書
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。 

【
申
込
か
ら
事
業
終
了
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
】 

《
募
集
期
間
》
８
月
１
日
（金
）〜
９
月
30
日
（火
） 

《
審
査
・
採
択
》
平
成
20
年
11
月 

公
社
運
営
検
討
委
員
会 

《
事
業
実
施
》
平
成
21
年
３
月
末
ま
で 

事
業
終
了
に
あ
た
り
、
受
講
者
、
団
体
お
よ
び

公
社
は
レ
ポ
ー
ト
と
報
告
書
を
共
同
作
成
し
ま
す
。 

【
事
業
の
実
施
】 

採
択
さ
れ
た
事
業
計
画
に
つ
い
て
、
団
体
と
公

社
で
詳
細
を
協
議
し
て
実
施
案
を
検
討
し
ま
す
。 

 

【
そ
の
他
】 

詳
細
は
、
役
場
に
備
え
付
け
の
募
集
案
内
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。  

 

●
問
合
せ
先 

（
財
）東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社
業
務
課 

  
 

０
３
―
５
４
７
２
―
６
５
４
６ 

 

伊
豆
諸
島
・
小
笠
原
諸
島 

観
光
ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト 

 

（
財
）
東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社
で
は
、
伊
豆
諸

島
・
小
笠
原
諸
島
の
島
々
の
魅
力
を
よ
り
多
く
の
方

に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
Ｐ
Ｒ
を
す
る
作
品
を
募

集
し
ま
す
。
応
募
方
法
や
コ
ン
テ
ス
ト
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

【
応
募
締
切
】
10
月
20
日
（月
）
必
着 

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】 

http://w
w
w
.islands-

net.m
etro.tokyo.jp/ 

 

●
問
合
せ
先 

 

東
京
愛
ラ
ン
ド
広
報
宣
伝
事
務
局 

０
３
―
５
７
２
８
―
８
２
４
７ 

 

平
成
20
年
度 

夏
の
地
域
安
全
運
動
の
実
施 

 
 

小
笠
原
警
察
署
・
小
笠
原
防
犯
協
会
で
は
、
「
守
ろ

う
よ 

わ
た
し
の
好
き
な 

島
だ
か
ら
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
海
や
山
で
の
事
故
防
止
、
犯
罪
防
止
の
た

め
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し
ま
す
。 

【
期
間
】
８
月
10
日
（日
）〜
16
日
（土
） 

【
運
動
の
重
点
】 

 

○
海
・
山
に
お
け
る
各
種
事
故
防
止 

 

○
車
上
狙
い
。
置
引
き
等
の
防
止 

 

○
農
作
物
の
盗
難
防
止 

  

※
車
か
ら
離
れ
る
と
き
は
、
必
ず
施
錠
し
て
く
だ

さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
警
察
署 

 

２
―
２
１
１
０ 
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海
上
保
安
署
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

◎
お
が
さ
わ
ら
丸
見
送
り
に
関
し
て
の
お
願
い 

先
般
お
が
さ
わ
ら
丸
が
出
港
す
る
際
、
見
送
り
に

来
た
船
舶
が
お
が
さ
わ
ら
丸
に
異
常
に
接
近
し
、
大

変
危
険
な
状
況
と
な
り
ま
し
た
。 

見
送
り
を
行
な
う
船
舶
は
次
の
よ
う
な
行
為
を
絶

対
に
行
わ
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

○
お
が
さ
わ
ら
丸
の
針
路
上
（転
針
方
向
を
含
む
）

を
横
切
り
、
航
行
す
る
こ
と 

 

○
お
が
さ
わ
ら
丸
へ
異
常
に
接
近
す
る
こ
と 

こ
れ
ら
の
行
為
は
お
が
さ
わ
ら
丸
の
運
航
に
支
障

を
き
た
す
他
、
万
が
一
船
体
同
士
が
接
触
し
た
場
合

に
重
大
な
事
故
に
つ
な
が
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
大
変

危
険
な
行
為
で
す
。 

 

◎
海
上
保
安
庁
巡
視
船
体
験
航
海
の
実
施 

海
上
保
安
庁
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
搭
載
型
大
型
巡
視
船

「
や
し
ま
」
（
全
長
１
３
０
ｍ
）
の
二
見
港
寄
港
に
伴

い
、
同
巡
視
船
の
一
般
公
開
お
よ
び
体
験
航
海
を
次

の
日
程
で
実
施
し
ま
す
。 

 

体
験
航
海
の
乗
船
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
乗
船
の

申
し
込
み
を
随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
海
上

保
安
署
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
乗
船
定
員
に

な
り
し
だ
い
受
付
を
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
（一
般
公
開
は
事
前
申
し
込
み
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
） 

ま
た
、
勝
手
な
が
ら
小
学
生
お
よ
び
小
さ
な
お
子

様
に
あ
っ
て
は
保
護
者
ま
た
は
付
き
添
い
の
方
同
伴

で
の
お
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。 

【
日
程
】
８
月
９
日
（土
） 

【
時
間
】
《
一
般
公
開
》
午
前
９
時
〜 

 
 
 
 

《
体
験
航
海
》
午
後
１
時
〜
（２
時
間
） 

【
体
験
航
海
乗
船
定
員
】
３
０
０
名
（予
定
） 

【
体
験
航
海
乗
船
受
付
開
始
時
間
】 

午
前
11
時
30
分
〜 

 

※
遅
く
と
も
午
後
12
時
30
分
ま
で
に
お
が
さ
わ

ら
丸
岸
壁
に
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。 

※
緊
急
事
案
な
ど
発
生
し
た
場
合
、
中
止
と
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

          

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
海
上
保
安
署 

 
 
 

２
―
７
１
１
８ 

 
東
京
三
弁
護
士
会
に
よ
る
法
律
相
談 

 
 

東
京
三
弁
護
士
会
主
催
に
よ
る
法
律
相
談
を
開
催

し
ま
す
。
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機

会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
（
予
約
が
必
要
で
す
。
） 

【
相
談
内
容
・
時
間
】 

 
 

無
料
一
般
相
談
（１
コ
マ
40
分
以
内
） 

【
母
島
】 

《
日
時
》
８
月
19
日
（火
）
午
後
７
時
〜
９
時 

 

《
場
所
》
母
島
支
所
２
階
会
議
室 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
８
月
20
日
（水
）
午
後
３
時
〜
５
時 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

会
議
室 

【
予
約
受
付
時
間
】 

 
 

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時 

（
祝
日
お
よ
び
正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く
） 

【
主
催
】
東
京
弁
護
士
会 

 
 
 
 

第
一
東
京
弁
護
士
会 

 
 
 
 

第
二
東
京
弁
護
士
会 

 

●
問
合
せ
・
予
約
電
話
番
号 

 
 

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

 

０
３
―
３
５
９
５
―
８
５
７
５ 

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談 

 

第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
ょ
部
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。 

【
相
談
内
容
】
無
料
一
般
相
談 

【
実
施
日
程
】
８
月
22
日
（
金
） 

【
実
施
時
間
】
午
前
10
時
〜
正
午 

（
１
件
あ
た
り
概
ね
20
分
） 

事
前
の
予
約
は
不
要
で
す
が
、
相
談
の
電
話
が
込

み
合
う
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
事
前
予
約
も

受
け
付
け
ま
す
。
事
前
予
約
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

８
月
20
日
（水
）ま
で
に
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先
・
事
前
予
約
受
付 

 
 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

 

０
３
―
３
５
９
２
―
１
８
５
５ 

 

８
月
の
燃
料
油
価
格
変
動
調
整
金 

   

８
月
の
調
整
金
を
含
む
運
賃
（旅
客
・貨
物
）は
、
次

の
と
お
り
改
定
と
な
り
ま
す
。 

翌
月
以
降
の
調
整
金
に
つ
い
て
は
、
直
接
営
業
所

（２
―
２
１
１
１
）ま
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

※
（  

）内
は
変
動
調
整
額 

◎
は
は
じ
ま
丸 

【
旅
客
運
賃
】 

《
１
等
》
大
人 

９
７
１
０
円
（
＋
２
１
５
０
円
） 

小
人 

４
８
６
０
円
（
＋
１
０
８
０
円
） 

《
２
等
》
大
人 

４
８
６
０
円
（
＋
１
０
８
０
円
） 

小
人 

２
４
３
０
円
（
＋
５
４
０
円
） 

《
村
民
割
引
（往
復
）
２
等
利
用
》 

大
人 

６
３
２
０
円
（
＋
１
４
０
０
円
） 

小
人 

３
１
６
０
円
（
＋
７
０
０
円
） 

【
貨
物
運
賃
】 

 

《
１
等
品
》
９
４
４
３
円
（
＋
１
３
７
９
円
） 

《
２
等
品
》
８
８
５
３
円
（
＋
１
２
９
３
円
） 

《
３
等
品
》
８
２
６
３
円
（
＋
１
２
０
７
円
） 

 

《
小
口
貨
物
（１
口
）
》 

 
 
 

０
・１
０
ト
ン
以
下 

 
  

 

９
４
６
円
（
＋
138
円
） 

 
 
 

０
・０
７
５
ト
ン
以
下 

７
１
３
円
（
＋
104
円
） 

 

●
問
合
せ
先 

伊
豆
諸
島
開
発
（株
） 

０
３
―
３
４
５
５
―
３
０
９
０ 

 

◎
お
が
さ
わ
ら
丸
（夏
期
料
金
） 

【
旅
客
運
賃
】 

《
２

等
》
２
万
９
２
５
０
円
（
＋
４
１
５
０
円
） 

 
 

 

小
人 

１
万
４
６
３
０
円
（
＋
２
０
８
０
円
） 

《
特
２
等
》
４
万
２
３
９
０
円
（
＋
６
０
１
０
円
） 

 
 

 

小
人 

２
万
１
２
０
０
円
（
＋
３
０
１
０
円
） 

《
１

等
》
５
万
８
４
８
０
円
（
＋
８
２
９
０
円
） 

 
 

 

小
人 

２
万
９
２
５
０
円
（
＋
４
１
５
０
円
） 

《
特
１
等
》
６
万
６
６
９
０
円
（
＋
９
４
５
０
円
） 

 
 

 

小
人 

３
万
３
３
６
０
円
（
＋
４
７
３
０
円
） 

《
特

等
》
７
万
３
１
６
０
円
（
＋
１
０
３
７
０
円
） 

 
 

 

小
人 

３
万
６
５
９
０
円
（
＋
５
１
９
０
円
） 

《
２
等
（学
割
）》
２
万
３
４
０
０
円
（
＋
３
３
２
０
円
） 

《
村
民
割
引
（往
復
）
２
等
利
用
》 

３
万
９
４
６
０
円
（
＋
５
６
０
０
円
） 

【
貨
物
運
賃
】 

 

《
１
等
品
》
１
万
６
８
７
６
円
（
＋
１
６
７
２
円
） 

《
２
等
品
》
１
万
５
７
１
１
円
（
＋
１
５
５
７
円
） 

《
３
等
品
》
１
万
４
４
５
２
円
（
＋
１
４
３
２
円
） 

《
小
口
貨
物
（１
口
）
》 

 
 
 

０
・１
０
ト
ン
以
下   

１
６
９
１
円
（
＋
168
円
） 

 
 
  

 

０
・０
７
５
ト
ン
以
下 

１
２
５
９
円
（
＋
125
円
） 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
運
（株
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
３
―
３
４
５
１
―
５
１
７
１ 
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花
火
大
会
開
催
に
伴
う 

立
入
禁
止
区
域
等
の
設
定 

 

８
月
10
日
（日
）午
後
８
時
30
分
に
二
見
港
第
一

物
揚
場
（青
灯
台
岸
壁
）で
花
火
の
打
ち
上
げ
を
行
な

い
ま
す
。 

危
険
防
止
を
図
る
た
め
、
次
の
図
の
よ
う
に
「
立

入
禁
止
区
域
」「
車
両
通
行
止
」
「船
舶
侵
入
禁
止
区

域
」
「着
岸
禁
止
区
域
」を
設
定
し
ま
す
。 

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
警
察
署 

 
 
 
 
 

２
―
２
１
１
０ 

 
 

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
事
務
局 

 
 
 

（
小
笠
原
村
観
光
協
会
内
）
２
―
２
５
８
７ 

                        

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

 

実
行
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

◎
盆
踊
り
練
習
会 

今
年
も
恒
例
の
盆
踊
り
練
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

踊
り
の
輪
に
入
っ
て
踊
り
た
い
け
れ
ど
、
振
り
付
け

が
よ
く
分
か
ら
な
い
と
い
う
方
か
ら
、
本
番
前
の
肩

慣
ら
し
と
い
う
方
も
皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、

お
越
し
く
だ
さ
い
。 

参
加
さ
れ
た
方
に
は
記
念
に
「
盆
踊
り
マ
ス
タ
ー

認
定
証
」
を
発
行
し
ま
す
。 

 

【
日
時
】
８
月
７
日
（木
）、
８
日
（金
） 

午
後
７
時
〜
９
時 

 

【
場
所
】
大
神
山
公
園
お
祭
り
広
場 

 
 
 
 

（
雨
天
時 

船
客
待
合
所
） 

                        

◎
盆
踊
り
唄
い
手
募
集 

盆
踊
り
当
日
、
ヤ
グ
ラ
の
上
で
盆
踊
り
曲
を
唄
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。
対
象
と
な
る
曲
目
と
、
申
し
込
み

方
法
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

希
望
さ
れ
る
方
は
必
ず
練
習
会
の
ど
ち
ら
か
の
日

程
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
我
こ
そ
は
、
と
い
う
の
ど

自
慢
の
方
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

【
練
習
会
】 

《
日
時
》
８
月
７
日
（木
）ま
た
は
８
日
（金
） 

 
 
 
 
 
 

午
後
７
時
よ
り 

 

《
場
所
》
大
神
山
公
園
お
祭
り
広
場 

【
曲
目
】
マ
ッ
コ
ウ
音
頭
、
東
京
音
頭 

【
申
込
先
】
イ
ベ
ン
ト
協
議
会
事
務
局 

 
 

 
 

（小
笠
原
村
観
光
協
会
内 

２
―
２
５
８
７
）

 

【
申
込
締
切
】
８
月
７
日
（木
） 

 

小
笠
原
村
観
光
協
会
窓
口
で
は
、
花
火
大
会
の
寄

付
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
今
年
も
村
民
の
皆
様
の

力
で
大
き
な
花
火
を
打
ち
上
げ
ま
し
ょ
う
。 

 

●
問
合
せ
先 

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
事
務
局

（
小
笠
原
村
観
光
協
会
内
）
２
―
２
５
８
７ 

     

乳
幼
児
育
児
相
談 

 

臨
床
心
理
士
が
来
島
し
、
０
歳
〜
就
学
前
の
お
子

さ
ま
を
も
つ
保
護
者
を
対
象
に
く
せ
や
発
達
、
し
つ

け
な
ど
の
相
談
に
個
別
に
応
じ
ま
す
。
電
話
ま
た
は

窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

【
母
島
】 

《
日
時
》
９
月
６
日
（土
） 

午
後
３
時
30
分
〜
５
時
30
分 

《
場
所
》
母
島
支
所
大
広
間 

【
父
島
】 

《
日
時
》
９
月
８
日
（月
） 

午
前
９
時
〜
午
後
４
時 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
研
修
和
室 

【
申
込
締
切
】
９
月
５
日
（金
） 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 
 
 
 

 

２
―
３
９
３
９ 

 
 

母
島
支
所 

 
 
 
 
 

  
 

３
―
２
１
１
１ 

 

子
育
て
セ
ミ
ナ
ー 

 

子
ど
も
へ
の
接
し
方
、
し
つ
け
、
親
同
士
の
関
係
、

育
児
疲
れ
な
ど
で
悩
む
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
心

理
士
の
先
生
を
交
え
て
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
今
回

は
、
「
お
父
さ
ん
に
も
分
か
る
育
児
の
い
ろ
は
」
に
つ

い
て
も
お
話
し
い
た
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
家
族
揃
っ
て

ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

【
対
象
】
就
学
前
の
子
ど
も
が
い
る
保
護
者
の
方 

【
母
島
】 

《
日
時
》
９
月
７
日
（日
） 

午
前
９
時
30
分
〜
10
時
30
分 

《
場
所
》
母
島
支
所
大
広
間 

 【
父
島
】 

《
日
時
》
９
月
８
日
（月
） 

午
後
６
時
30
分
〜
７
時
30
分 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 
 
 
 

 

２
―
３
９
３
９ 

 
 

母
島
支
所 

 
 
 
 

  
  

 

３
―
２
１
１
１ 

 

公
開
い
き
い
き
体
操
教
室
（父
島
） 

  

い
き
い
き
体
操
教
室
の
公
開
教
室
を
実
施
し
ま 

す
。
申
し
込
み
が
な
く
て
も
参
加
で
き
ま
す
。 

 

今
回
は
男
性
向
け
の
教
室
も
あ
る
の
で
、
ぜ
ひ
こ

の
機
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

【
対
象
者
】
60
歳
以
上
の
村
民
の
方 

※
た
だ
し
次
に
あ
て
は
ま
る
方
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。 

①
主
治
医
に
よ
り
運
動
負
荷
を
禁
止
さ
れ
て
い
る
方 

②
歩
行
に
介
助
が
必
要
な
方 

③
要
介
護
1
以
上
の
認
定
を
受
け
て
い
る
方 

船舶進入禁止区域 
午後８時～９時半 

立入禁止区域 午後２時～９時半 

 打ち上げ地点  

着岸禁止区域 午後７時～９時半 

着岸禁止区域 午後２時～９時半 
 第一物揚場  

立 入 禁 止 区 域  
午後７時～９時半 

 船客待合所  

 青灯台   

車両通行禁止区域 
午後８時～９時半 

車 両 通 行 止 
午後８時～９時半 

車 両 通 行 止 
午後８時～９時半 

海上保安庁警備艇 
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【
父
島
】 

 
◎
い
き
い
き
体
操
教
室
（毎
週
火
曜
日
・
全
4
回
） 

《
日
時
》
８
月
５
日
（火
）〜
26
日
（火
） 

 
 
 
 

午
前
９
時
30
分
〜
11
時 

《
場
所
》
小
笠
原
村
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

 

◎
男
の
体
操
教
室
（毎
週
木
曜
日
・
全
4
回
） 

《
日
時
》
８
月
７
日
（木
）〜
28
日
（木
） 

 
 
 
 

午
前
９
時
30
分
〜
11
時 

《
場
所
》
小
笠
原
村
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【
母
島
】 

 

母
島
の
公
開
教
室
は
11
月
に
開
催
し
ま
す
。 

後
日
詳
細
を
村
民
だ
よ
り
に
て
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

明
老
会 

 
 
 
 

２
―
３
９
１
１ 

 

精
神
保
健
福
祉
講
演
会
の
開
催
（父
島
） 

 

【
日
時
】
９
月
８
日
（月
）
午
後
７
時
〜
８
時 

【
場
所
】
村
役
場
２
階
会
議
室 

【
テ
ー
マ
】 

 
 

う
つ
病
っ
て
？ 

 
 

〜
病
気
の
理
解
と
対
応
に
つ
い
て
〜 

【
講
師
】 

 
 

東
京
都
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー 

 
 

所
長 

益
子 

茂 

医
師 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所
２
―
２
９
５
１ 

 

精
神
保
健
福
祉
巡
回
相
談
（予
約
制
） 

  

精
神
科
医
に
よ
る
「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
」
を
実

施
し
ま
す
。
自
分
自
身
や
周
り
に
い
る
方
の
ご
心
配

事
に
つ
い
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
無
力
感
が
強
い
、

人
付
き
合
い
が
う
ま
く
で
き
な
い
、
眠
れ
な
い
な
ど

ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。 

 

ご
相
談
は
予
約
制
で
す
の
で
、
事
前
に
保
健
所
保

健
師
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
９
月
６
日
（土
）、
７
日
（日
） 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
９
月
７
日
（日
）、
８
日
（月
） 

 

《
場
所
》
島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所 

【
申
込
締
切
】
８
月
15
日
（金
） 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所
２
―
２
９
５
１ 

     

世
界
自
然
遺
産
の
コ
ー
ナ
ー 

 

２
０
０
８
年
度
世
界
遺
産
委
員
会
の
内
容 

 

今
年
度
の
世
界
遺
産
委
員
会
は
、
７
月
２
日
か
ら

10
日
の
期
間
で
カ
ナ
ダ
の
ケ
ベ
ッ
ク
州
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

今
回
で
32
回
目
を
迎
え
る
世
界
遺
産
委
員
会
は
、

２
０
０
４
年
の
中
国
・
蘇
州
、
２
０
０
５
年
の
南
ア

フ
リ
カ
・
ダ
ー
バ
ン
、
２
０
０
６
年
の
リ
ト
ア
ニ
ア
・

ビ
ル
ニ
ュ
ス
、
２
０
０
７
年
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
・
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
と
、
毎
年
大
陸
を
変
え

世
界
遺
産
に
近
い
都
市
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

ケ
ベ
ッ
ク
州
は
、
蘇
州
や
ビ
ル
ニ
ュ
ス
同
様
、
町

の
美
し
さ
や
文
化
的
な
特
徴
か
ら
街
そ
の
も
の
が
世

界
遺
産
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

今
年
の
委
員
会
で
の
日
本
の
推
薦
と
し
て
は
、
中

尊
寺
を
中
心
と
し
た
「平
泉
―
浄
土
思
想
を
基
調
と

す
る
文
化
的
景
観
」が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。 

 

過
去
14
回
連
続
し
て
申
請
し
た
案
件
が
世
界
遺

産
に
登
録
さ
れ
て
き
た
日
本
で
す
が
、
今
回
の
道
の

り
は
最
初
か
ら
か
な
り
厳
し
い
状
況
が
予
想
さ
れ
、

昨
年
の
石
見
銀
山
の
よ
う
に
、
外
交
努
力
に
よ
り
何

と
か
審
議
ま
で
持
ち
込
み
、
努
力
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
結
果
は
日
本
の
推
薦
で
は
初
め
て
の
登
録
延
期

の
決
議
と
な
り
ま
し
た
。 

 

世
界
遺
産
の
登
録
の
可
否
は
21
か
国
か
ら
な
る

委
員
国
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
ま
す
。
世
界
遺
産
条
約

の
締
約
国
は
１
８
５
か
国
で
、
委
員
国
は
地
域
ご
と

の
締
約
国
の
数
に
応
じ
て
、
そ
の
数
が
割
り
当
て
ら

れ
、
締
約
国
総
会
で
選
出
さ
れ
た
国
が
、
原
則
６
年

の
任
期
で
努
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
の

委
員
国
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
バ
ー
レ
ー
ン
、
バ

ル
バ
ド
ス
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
カ
ナ
ダ
、
中
国
、
キ
ュ
ー

バ
、
エ
ジ
プ
ト
、
イ
ス
ラ
エ
ル
、
ヨ
ル
ダ
ン
、
ケ
ニ

ア
、
韓
国
、
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
、
モ
ー
リ
シ
ャ
ス
、
モ

ロ
ッ
コ
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
、
ペ
ル
ー
、
ス
ペ
イ
ン
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
、
ア
メ
リ
カ
で
す
。 

ま
た
、
委
員
国
が
審
議
す
る
前
に
ユ
ネ
ス
コ
の
諮

問
機
関
が
現
地
調
査
を
行
い
ま
す
。
文
化
遺
産
は
Ｉ

Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
（国
際
記
念
物
遺
跡
会
議
）、
自
然
遺
産

で
は
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
（国
際
自
保
護
連
合
）が
候
補
地
の
評

価
を
行
い
、
そ
の
諮
問
機
関
の
勧
告
の
も
と
に
前
記

の
21
か
国
の
委
員
国
が
審
議
し
て
、
登
録
の
可
否
が

決
め
ら
れ
ま
す
。 

 

今
年
の
岩
手
県
平
泉
は
、
諮
問
機
関
で
あ
る
Ｉ
Ｃ

Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
の
勧
告
が
「登
録
延
期
」と
厳
し
い
も
の
で

し
た
が
、
昨
年
の
石
見
銀
山
も
同
様
に
「登
録
延
期
」

の
勧
告
か
ら
の
逆
転
登
録
の
結
果
を
得
た
こ
と
か
ら
、

同
様
の
挑
戦
を
し
ま
し
た
が
、
結
果
は
初
め
て
の
惨

敗
と
な
り
ま
し
た
。 

 

各
国
か
ら
の
推
薦
候
補
に
対
す
る
結
論
は
、
次
の

４
つ
の
評
価
に
分
か
れ
ま
す
。 

①
登

録
：
価
値
観
を
認
め
ら
れ
遺
産
登
録
と
な

る
。 

②
情
報
照
会
：
情
報
を
追
加
し
て
翌
年
に
再
度
推
薦

し
審
査
を
行
う
。 

③
登
録
延
期
：
推
薦
理
由
を
変
更
し
て
、
現
地
調
査

も
や
り
直
し
、
最
短
で
２
年
後
に
再

推
薦
を
行
い
審
査
を
行
う
。 

④
不

登

録
：
原
則
と
し
て
再
び
推
薦
が
出
来
で
き

な
い
。 

※
平
泉
に
関
す
る
日
本
の
今
後
の
対
応
は
、
３
年
後

の
再
申
請
に
向
け
て
新
た
に
取
り
組
む
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。 

結
局
、
今
年
の
新
規
登
録
は
文
化
遺
産
19
件
、
自

然
遺
産
８
件
、
合
わ
せ
て
27
件
で
、
世
界
遺
産
の
総

数
は
８
７
８
件
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
だ
け
遺
産
登

録
の
数
が
増
え
る
と
、
そ
の
普
遍
的
価
値
を
い
か
に

維
持
す
る
の
か
、
ま
た
増
え
る
こ
と
に
よ
り
世
界
遺

産
そ
の
も
の
価
値
観
が
安
易
に
取
ら
れ
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
こ
と
で
、
年
々
審
査
が
厳
し
い
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

 

小
笠
原
諸
島
は
、
ご
存
知
の
よ
う
に
現
在
推
薦
書

の
作
成
に
向
け
て
作
業
を
進
め
、
平
成
22
年
２
月
に

推
薦
書
を
提
出
し
、
同
23
年
７
月
の
登
録
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
と
も
一
度
で
の
審
査
通
過
を
願
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
村
民
の
方
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。 

 

◎
動
物
調
査
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

現
在
、
島
内
の
飼
養
動
物
の
現
状
を
把
握
す
る
た

め
「Ｎ
Ｐ
Ｏ
ど
う
ぶ
つ
た
ち
の
病
院
」
の
石
原
獣
医
が

聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
不
在
の

状
況
が
多
く
、
こ
れ
ま
で
に
８
０
０
世
帯
を
訪
ね
、
聞

き
取
る
こ
と
が
で
き
た
の
が
４
４
０
世
帯
と
約
半
分

ぐ
ら
い
の
成
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

調
査
の
際
に
は
、
飼
養
動
物
の
簡
単
な
健
康
相
談

も
で
き
ま
す
の
で
、
ま
だ
調
査
を
受
け
て
な
く
、
調

査
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
、
村
役
場
か
環
境
省

小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所
（２
―
７
１
７
４
）に
都

合
の
よ
い
時
間
帯
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
企
画
政
策
室 

２
―
３
１
１
１ 

 

ア
カ
ポ
ッ
ポ
探
検
隊 

 

第
５
回
「
食
卓
ま
で
の
30
マ
イ
ル
」 

 

種
子
食
者
の
悩
み
は
、
植
物
が
１
年
に
１
度
し
か

種
子
を
付
け
て
く
れ
な
い
こ
と
で
す
。
小
笠
原
に
は

様
々
な
植
物
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
１
年
中
ど
こ
か
に

種
子
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
局
地
的
に
は
種

子
が
無
く
な
る
時
期
が
あ
る
は
ず
で
す
。 

ア
カ
ポ
ッ
ポ 

＝
ア
カ
ガ
シ
ラ
カ
ラ
ス
バ
ト
の
愛
称 
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解
決
方
法
は
、
３
つ
で
す
。
ま
ず
は
貯
蔵
で
す
。

リ
ス
や
ヒ
ト
、
カ
ケ
ス
な
ど
は
、
隠
し
て
お
い
た
種

子
を
後
に
採
食
し
ま
す
。
残
念
な
が
ら
ア
カ
ポ
ッ
ポ

は
、
こ
の
方
法
を
思
い
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

２
つ
目
は
、
好
き
嫌
い
を
な
く
す
こ
と
で
す
。
沖

縄
の
カ
ラ
ス
バ
ト
は
、
種
子
の
少
な
い
時
期
に
は
葉

を
食
べ
て
我
慢
す
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。
し
か

し
、
ア
カ
ポ
ッ
ポ
は
我
慢
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

３
つ
目
は
、
豊
作
の
場
所
に
移
動
す
る
こ
と
で
す
。

と
は
い
え
、
植
生
も
気
候
条
件
も
似
た
ご
近
所
で
は
、

豊
凶
は
そ
れ
ほ
ど
変
わ
り
ま
せ
ん
。 

そ
こ
で
ア
カ
ポ
ッ
ポ
は
飛
び
立
ち
ま
し
た
！
母
島
、

父
島
、
聟
島
の
列
島
間
を
移
動
し
て
い
る
の
で
す
か

ら
、
立
派
な
も
の
で
す
。
小
笠
原
の
陸
鳥
で
、
こ
れ

ほ
ど
の
移
動
性
は
、
ア
カ
ポ
ッ
ポ
で
し
か
知
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
。 

近
寄
っ
て
も
飛
ば
な
い
鈍
重
な
鳥
と
侮
っ
て
は
い

ま
せ
ん
で
し
た
か
。
風
に
乗
れ
ば
時
速
50
キ
ロ
は
出

る
で
し
ょ
う
か
。
父
島
・
母
島
間
も
１
時
間
で
渡
れ

ま
す
。
は
は
じ
ま
丸
よ
り
早
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。 

※
１
マ
イ
ル
＝
１
・
６
０
９
３
㎞ 

30
マ
イ
ル
は
約
48
㎞ 

森
林
総
合
研
究
所 

主
任
研
究
員 

川
上
和
人               

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
教
育
委
員
会 

  

２
―
３
１
１
７ 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ 

 
 
 

 

協
会
（
Ｏ
Ｗ
Ａ
）
の
コ
ー
ナ
ー 

 

小
笠
原
に
暮
ら
す
イ
ル
カ
た
ち 

パ
ー
ト
49 

 

「
５
歳
の
旅
立
ち
」 

 

４
月
号
の
村
民
だ
よ
り
で
ご
紹
介
し
た
ミ
ナ
ミ
ハ

ン
ド
ウ
イ
ル
カ
の
親
子
（＃
55
と
＃
１
１
８
）が
、
親

離
れ
の
時
期
を
迎
え
た
よ
う
で
す
。
背
び
れ
に
特
徴

的
な
傷
が
あ
る
子
イ
ル
カ
（＃
１
１
８
）は
、
今
年
の

夏
で
５
歳
に
な
り
ま
す
が
、

５
月
ご
ろ
か
ら
親
と
あ
ま

り
一
緒
に
行
動
し
な
く
な

り
、
７
月
の
調
査
で
は
母

イ
ル
カ
の
姿
が
そ
ば
に
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ミ
ナ

ミ
ハ
ン
ド
ウ
イ
ル
カ
は
生

後
３〜
４
年
で
親
離
れ
す

る
個
体
が
多
い
と
い
わ
れ

て
お
り
、
こ
の
子
イ
ル
カ

も
少
し
遅
い
親
離
れ
し
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 ◎
Ｏ
Ｗ
Ａ
ナ
イ
ト
レ
ク
チ
ャ
ー 

「
ク
ジ
ラ
や
イ
ル
カ
の
目
か
ら
見
た
小
笠
原
の
海
」 

小
笠
原
の
ク
ジ
ラ
や
イ
ル
カ
た
ち
が
、
ど
の
よ
う

な
暮
ら
し
を
し
て
い
る
の
か
を
紹
介
し
ま
す
。 

【
日
程
】 

８
月
３
日
（日
）、
６
日
（水
）
、
12
日
（
火
）
、 

15
日
（金
）、
21
日
（木
）、
27
日
（水
） 

【
時
間
】
午
後
７
時
30
分〜

８
時
30
分 

【
場
所
】
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル 

【
費
用
】
５
０
０
円
（資
料
代
と
し
て
） 

※
小
中
学
生 

２
５
０
円 

村
民
・
Ｏ
Ｗ
Ａ
会
員
無
料 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
協
会 

２
―
３
２
１
５ 

 

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
85 

  

―
産
卵
巣
の
踏
み
抜
き
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
― 

 

８
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
、
小
笠
原
で
は
ア
オ
ウ

ミ
ガ
メ
の
ふ
化
最
盛
期
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

人
知
れ
ず
、
毎
晩
ど
こ
か
の
浜
で
、
稚
ガ
メ
た
ち
が

続
々
と
海
に
向
か
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

砂
か
ら
這
い
出
す
こ
の
時
期
、
稚
ガ
メ
た
ち
が
巣

の
上
の
方
ま
で
上
が
っ
て
き
て
、
空
洞
を
と
も
な
い

待
機
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

自
然
に
少
し
砂
が
落
ち
、
こ
の
空
洞
の
中
に
稚
ガ
メ

を
見
ら
れ
る
穴
が
、
海
岸
に
あ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

産
卵
巣
の
発
見
時
に
は
、
必
ず
３
本
棒
を
立
て
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
が
、
産
卵
に
あ
が
っ
て
き
た
親

ガ
メ
に
倒
さ
れ
た
り
、
間
違
っ
て
人
に
抜
か
れ
た
り

す
る
こ
と
も
頻
繁
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
産
卵
か
ら

ふ
化
ま
で
の
45
日
か
ら
70
日
の
間
に
、
産
卵
巣
が

平
ら
に
な
っ
た
り
、
他
の

親
ガ
メ
に
よ
っ
て
、
前
の

産
卵
巣
の
形
が
わ
か
ら
な

く
な
る
こ
と
も
多
々
あ
り

ま
す
。 

 

こ
ん
な
時
期
、
海
岸
に

行
か
れ
る
際
は
、
産
卵
し

て
い
そ
う
な
個
所
を
な
る

べ
く
歩
き
回
ら
な
い
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 ◎
タ
ー
ト
レ
ク
チ
ャ
ー
の
お
知
ら
せ 

ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
生
態
を
よ
り
深
く
知
っ
て
い
た

だ
く
夜
の
レ
ク
チ
ャ
ー
は
、
今
年
も
最
後
の
月
を
迎

え
ま
し
た
。
産
卵
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
く
な
り
ま

し
た
が
、
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
ふ
化
場
で
は
続
々
と
稚

ガ
メ
が
砂
か
ら
這
い
出
し
て
い
ま
す
の
で
、
高
い
確

率
で
ふ
化
稚
ガ
メ
観
察
の
機
会
が
あ
り
ま
す
。
皆
さ

ま
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
ご
予
約
く
だ
さ
い
。 

【
開
催
日
】  

８
月
１
日
（金
）、
４
日
（月
）
、
７
日
（
木
）
、 

12
日
（火
）、
13
日
（水
）
、
16
日
（
土
）
、 

19
日
（火
）、
25
日
（月
） 

【
時
間
】
午
後
８
時
か
ら
１
時
間
程
度 

【
場
所
】
海
洋
セ
ン
タ
ー
展
示
館 

【
費
用
】
村
民
大
人
（中
学
生
以
上
）
１
０
０
０
円 

 
 
 
 

小
学
生
７
０
０
円 

【
定
員
】
１
回
15
名 

要
予
約 

 
 

参
加
者
全
員
に
ウ
ミ
ガ
メ
ス
ト

ラ
ッ
プ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！ 

 

◎
ふ
化
稚
ガ
メ
放
流
会
の
お
知
ら
せ 

海
洋
セ
ン
タ
ー
の
ふ
化
場
は
、
施
設
内
で
産
卵
し

た
カ
メ
の
卵
、
大
村
海
岸
か
ら
移
植
し
た
卵
、
ま
た

他
の
海
岸
で
水
没
の
可
能
性
の
あ
る
場
所
に
産
み
落

と
さ
れ
た
卵
で
、
現
在
満
員
御
礼
と
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
ふ
化
場
だ
け
で
は
収
ま
り
き
ら
ず
、
ふ
化

場
の
空
き
を
待
つ
か
の
よ
う
に
、
男
子
ト
イ
レ
、
資

料
室
も
卵
が
入
っ
た
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
の
箱
が
山
積

み
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
は
、
今
年
の
６
，
７
月
は
雨
が
多
く
、
気
温

も
例
年
よ
り
低
か
っ
た
た
め
、
全
体
的
に
ふ
化
が
遅

れ
て
い
る
こ
と
が
原
因
で
す
。
し
か
し
、
こ
こ
最
近

は
よ
う
や
く
軌
道
に
の
り
、
夜
間
続
々
と
稚
ガ
メ
が

砂
か
ら
脱
出
し
て
い
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
稚
ガ
メ
は
、
な
る
べ
く
早
く
、
自
然
に

近
い
形
で
放
流
し
て
い
ま
す
。
そ
の
様
子
を
な
る
べ

く
多
く
の
皆
さ
ん
に
見
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
宮
之

浜
で
夜
８
時
に
放
流
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。 

日
程
は
稚
ガ
メ
し
だ
い
で
、
当
日
に
な
ら
な
け
れ

ば
わ
か
り
ま
せ
ん
の
で
、
日
中
海
洋
セ
ン
タ
ー
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
観
光
協
会
で
も
、
お

知
ら
せ
と
し
て
貼
り
出
し
て
い
ま
す
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー 

 
(

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
バ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
・
ネ
イ
チ
ャ
ー) 

２
―
２
８
３
０ 

夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
用
携
帯 

 
 
 
 

０
９
０
―
１
４
６
１
―
３
１
７
１ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http://b
onin

-oce
an.net 

親離れしたと思われる＃118 
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クーラー病を撃退しよう！ 

あつ～い夏の日は、クーラーの下でのんびりお昼寝というのも心地よいものです。 

しかし、長時間冷房にさらされていると、体は冷えきってしまいます。気温が高くて暑いのに、体は冷たいとい

う症状は、こんなことが原因になっているかもしれません。また、室内が冷えているのに対して、外の気温は３０度

を越える真夏日となれば、外と内との温度差に、体もついていくことができずに、体調を悪くしてしまうということ

もあります。そこで、健康にも配慮したクーラーの使い方をご紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                          

― 村民課福祉係 ― 

― 第 102 号― 

 

くじら：新しい保健師さんの紹介です。 

保健師：こんにちわ！はじめまして。7 月から保健師として赴任しました堀田匡子

（ホッタマサコ）です。今まで、都内やアフリカで看護師として活動して

いました。小笠原は初めての来島で、すでに雄大な海や自然に魅了されて

います。たくさんの出会いを楽しみにしています。よろしくお願いします。 

くじら：健康に関する催しなどで、みなさんにお会いする機会もたくさんあると思

います。どうぞよろしくお願いします。 

温度は２８度前後に！直撃をさけて。 

設定温度を２８度前後にし、外との温度差を少な

くしましょう。それでも暑いときには、うちわや扇風機

などを使って、涼しいと感じる工夫をしてみましょう。 

あつ～いといって冷房を体に直撃させるのは、避け

ましょう。皮膚を乾燥させたり、血行を悪くしてしまい

ます。 

くじらの掲示板 

福祉係：２－３９３９ 

はおるものを持って出かけよう！ 

外では、薄着でもまだ暑い・・・と思っていても、買い物

やお食事でお店に入ると予想以上に冷房がきいていて、

寒いことがよくあります。「長い時間じゃないし」とガマン

をしていると、だんだんおなかが痛くなったり、肩がこって

きたりと症状がでてくることがあります。「ちょっと寒いな」

と思ったときに１枚はおれるように、袖のついた服やバス

タオルを持っていると便利です。 

タイマー機能を使おう！ 

夜もクーラーをつけっぱなし。なんて人も多い

のではないでしょうか？寝ているうちに体が冷え

てしまい、布団の中で丸くなって寝ていた・・・な

んてことにもなります。２～３時間のタイマーを

使ってみましょう。 

また、帰宅時間にあわせてタイマーをセットす

れば、それほど低い温度に設定していなくても、

ドアを開けた瞬間「涼しい～」と実感することが

できます。 

 

 

暑い部屋で、冷房や扇風機を使わずに、がまん

をしていても体によくありません。脱水症状があ

らわれることがあります。 

適度に、機械に頼りながら、小笠原の長い夏を

のりきりましょう！ 

 



父島動物巡回診療申込受付（～9/3） 高校図書館開放

平成20年度地域振興に係る人材育成事業申込受付（～9/30）

タートレクチャー（4,7,12,13,16,19,25） 阿部大樹ピアノジョイントリサイタル（父島）

SF　シマアジ放流 SF　星空観望会

高校図書館開放

SF　小笠原JAMMIN

OWAナイトレクチャー（6,12,15,21,27） 入港日

東京三弁護士会による法律相談（母島）19

行　事　予　定日付 曜日日付 曜日 行　事　予　定

1 金

2 土

3 日

16 土

17 日

18 月

火

入・出港日

入・出港日

入・出港日

狩猟免許更新講習会申込受付（～29） 阿部大樹ピアノジョイントリサイタル（母島）

母島巡回労働相談 東京三弁護士会による法律相談（父島）

SF　ウミガメ放流、南洋踊り＆KAKA

いきいき体操教室（父島 12，19，26）

SF　星空観望会、ウミガメ放流

出港日

電話による無料法律相談

定期予防接種

子育てセミナー（母島） 高校図書館開放

男の体操教室（父島 14，21，28） SF　ビーチバレー大会

子育てセミナー（父島） 海上保安官になり隊！

高齢者住宅（シルバーピア）入居者募集受付（～9/5）8

木7

水6

金

4 月

23

21 木

22 金

5 火

20 水

土

24 日

入・出港日

入・出港日

高校図書館開放 入港日

SF　盆踊り大会（～11） 平成20年度高圧ガス・液化石油ガス国家試験願書受付（～9/5）

東京農業大学ボランティア部による活動（父島 ～27）

夏の地域安全運動（～16） SF　南洋踊り＆KAKA

SF　大花火大会

出港日

SF　野外映画会

村民意見・提案・相談受付

SF　ウミガメ放流 高校図書館開放

月

29

10 日

9 土

26

11 月

12 火

14 木

13 水

28 木

金

30 土

27 水

25

火
入・出港日

入・出港日

小笠原諸島戦没者追悼式典

精神保健福祉巡回相談申込締切 入港日

SF　野外映画会
15 金

31 日


